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1 、 は じめ に

　左右眼に異なる色刺激を呈示 した場合 、

その 知覚 は 、 色 の 差 が小 さい 場合 に は 両

眼色 融合 を 、 差 が大 きい 場合に は 両眼色

闘争 を生 じる 。 あ る色刺激に 対する両眼

色融合が可能な色度図上 の 領域は 、 両眼

に 呈示 され た色 に含 ま れ る反対色成分 の

関係 に よ っ て 決定 して い る こ と も示唆 さ

れ て い る 。

一
方 、 我々 は色 の 知覚に お い

て あ る色 度領域 の 色 を基本色 領域 に分類

する とい う特性 を持 っ て い る 。 基本色 の

知覚 も反対色 成分 と関係 して お り、 両 者

の 領域に相関が ある こ とが予想 される 。

　 そ こ で 本 研 究 で は 、 カ テ ゴ リ カ ル カ

ラ
ーネ ー ミ ン グ法及 び エ レ メ ン タ ル カ

ラ
ーネー

ミ ン グ法 を使 っ て ly色度図上 に

基本 色の 知覚領域 を求め 、 両眼色融合す

る限界領 域 との 関係 を調べ る こ とを 目的

として実験を行 っ た．

2 、 実験

2 − 1　刺激 と被験 者

　 デ ィ ス プ レ イ に表示可 能な 150 の xy

色度座標上 の 色 を視角 3 度 ＊ 3 度の 大 き

さで 呈示 し 、 テス ト色刺激 とした．また 、

その テ ス ト色刺激 は 16cd ／rn2の 等輝度 に

設定 した 。

　被験者は YI （27 才 、 視力矯正）と

TH （26 才） の 2 名で 、 2 人 と も色覚

正常な男性で ある．

2 − 2 　 カ テ ゴ リカ ル

　　　　　　 カ ラ
ーネーミ ン グ実験

　被験者は ， 暗室に おい て デ ィ ス プ レ イ

に 呈示 され る テス ト色刺激 を観察す る 。

各 テ ス ト色 刺激 は 5秒 間呈示 され ， 刺激

呈示の 後 にセ レク トバ ーが呈示 される 。

被験 者は，その セ レ ク トバ ーか ら 8 つ の

基本色 （11 基本色の うち 、 灰色 、 茶色 、

黒 を除 い た 8基本色）の うちの 1 つ を選

択 す る 。

　以上 の 手続 きを 150 の テ ス ト色刺激

に対 して行 い
，

全 5 セ ッ シ ョ ン ず つ 実施

した．

2 − 3　 両眼色 融合 実験

　カ テ ゴ リ カ ル カ ラ
ーネー ミ ン グ実験 で

得 られ た 8基本色知覚領域か ら各 1 つ の

基準色を定め 、 そ の 基準色 とデ ィ ス プ レ

イ に 表示可 能な 150 の 色度点の 組み 合

わせ をテ ス ト色刺激対 とした 。

　被験者 は 暗室 にお い て 、 左右の 視 界 を

黒 い 板で 遮 り、 デ ィ ス プ レ イに並 んで 呈

示 され る テ ス ト色 刺激対 を観察す る ，テ

ス ト色 刺激対 は 、先 に呈示 され る両眼融

合誘 導の た め の フ レ ーム 刺激 が両 眼融合

した状態 に な っ た合図 を被験 者が した後

に 5秒 間呈示 され る ，各テ ス ト刺激の 呈

示 の 後 に セ レ ク トバ ーが呈示 され 、 被験

者 は左右 の テ ス ト刺激が色融合 したか色

闘争 した か 、 また色 融合 した と き は何色

に融合 した か をマ ウス を使 っ て セ レ ク ト

バ ーか ら選択す る 。

　 以上 の 手続 きを 8 つ の 基準色 に対 し て

各 10 セ ッ シ ョ ン の 実験 を実施 した．
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3 、 鰭果 と考察

　以下 ， 被験者Y 工の 結果の み示す 。

　図 1 は 、 カ テ ゴ リカ ル カ ラ
ーネー ミ ン

グ実験 にお い て 5 セ ッ シ ョ ン と も同 じ色

応答 を した結果 、 図 2 は両眼色 融合実験

に お い て 10 セ ッ シ ョ ン とも両眼色 融合

した と応答 した色の み をプ ロ ッ トした結

果を示す 。 こ れ を見る と
， 各色の 分布が

類似 して い る こ とが分か る 。

　 図 3 は 、 基本也 で ある 青也 の 被験者 YI

の両 眼色融合可能領域 （10 セ ッ シ ョ ン

と も両 眼色融合 した と応 答 した色 の み を

プ ロ ッ トした結果 ） と カ テ ゴ リ
ー

領域

　（5 セ ッ シ ョ ン とも同 じ色応 答を した結

果）を （u
‘

，
Y
’
）色度図上 に重 ね て プ ロ ッ

ト した 図で ある 。図 3 か ら両眼色 融合領

域 は 、也差 だ けで 決定 されず 、 色 の カ テ

ゴ リ
ー領域の 広が りに ほぼ

一致 して い る

こ とがわか る．

　 他 の 基準仏 で の 両眼色融合実験の 結果

に お い て も，両眼色融合可 能領 域 は カ テ

ゴ リー領域 の 分布 と ほ ぼ 一致す る 傾 向が

が見 られた．
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図 2　　両眼色融合iSll界
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　図 3　 （ulv
’
）色度図上で の Blucの結果

4 、 ま とめ

等輝度色度図上で の 両眼色 融合 可能領域

の広が りは 、 基本色 の カ テ ゴ リ
ー
領域 の

広が りと ほ ぼ 同 じで ある 。 また ， 等色差

空 間に お い て も同 じ傾向が見 られ ， 両 眼

色融合可 能領域 は ， 色 差 よ りも基本色 の

カ テ ゴ リ
ー
領域 に大 き く依存す る こ とが

示唆 され た 。
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